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岡
山
県
音
楽
家
「
思
い
続
け
る
こ
と
が
必
要
」

　
岡
山
県
の
音
楽
家
４
人

に
よ
る
声
楽
・
バ
イ
オ
リ

ン
・
ピ
ア
ノ
に
よ
る
フ
ァ

ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
６

日
、
釜
石
市
人
只
越
町
の

カ
ト
リ
ッ
ク
釜
石
教
会
で

聞
か
れ
た
。
復
興
支
援
の

一
肩
で
企
画
さ
れ
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
約
4
0
人

が
、
プ
ロ
が
奏
で
る
国
内

外
の
名
曲
を
楽
し
ん
だ
。

　
バ
イ
オ
リ
ン
の
人
汪
洋

文
さ
ヘ
ピ
ア
ノ
の
西
牧
尚

子
さ
ん
夫
妻
は
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
、
オ
ペ
ラ
、
ド
ラ
マ
テ
ー

マ
曲
な
ど
1
0
曲
余
り
を
共

演
。
宮
沢
賢
治
「
星
め
ぐ
り

の
歌
」
、
エ
ル
ガ
ー
「
愛
の
挨

拶
」
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
あ
ま

ち
ゃ
ん
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

曲
な
ど
親
し
み
や
す
い
選

曲
で
、
夫
婦
な
ら
で
は
の
、

ぴ
っ
た
り
と
息
の
合
っ
た
演

奏
を
聴
か
せ
た
。

　
声
楽
の
中
谷
和
子
さ
ん

は
藤
渾
温
子
さ
ん
の
ピ
ア

ノ
伴
奏
で
日
本
の
歌
曲
６

曲
を
披
露
。
中
田
喜
直
作

曲
の
「
夏
の
思
い
出
」
「
ち

い
さ
い
秋
み
つ
け
た
」
な

ど
、
情
感
た
っ
ぷ
り
に
歌

い
上
げ
た
。
出
演
者
と
観

客
が
一
緒
に
歌
う
コ
ー

ナ
ー
も
あ
っ
た
。

　
中
谷
さ
ん
ら
は
震
災

後
、
毎
年
岡
山
で
東
北
支

援
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
。
今
年
は

来
月
に
予
定
さ
れ
て
い

て
、
被
災
地
の
現
状
を
自

分
の
目
で
見
て
岡
山
の
人

た
ち
に
伝
え
た
い
と
、
医

療
支
援
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ア
ム
ダ
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、

本
部
・
岡
山
市
）
大
槌
健

康
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

協
力
で
、
今
回
初
め
て
釜

石
・
大
槌
地
区
を
訪
れ
た
。

４
日
に
は
県
立
釜
石
病
院

で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
た
。

　
中
谷
さ
ん
は
被
災
地
の

現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
、

「
生
活
に
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労

が
出
て
き
て
、
高
齢
者
ほ
ど

さまざまなジャンルの曲で楽しませた入江吉ん(右)、

西牧さん夫妻
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れ
て
い
る
と
、
月
日
の
経
過

と
と
も
に
（
震
災
へ
の
）
感

情
が
薄
れ
て
し
ま
う
。
時
々

に
誰
か
が
伝
え
、
み
ん
な
で

思
い
続
け
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
う
」
と
話
し
た
。
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